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智

〓

の

三

諦

思

想

稲

葉

広

由

1

周
知

の
よ
う
に
、
智
〓
は
自
ら
の
受
け
取

っ
た
大
乗
仏
教
の
説
く
空

の
思
想
を
、
端
的
に

「
三
諦
」
と
表
現
し
た
。
智
〓
の
三
諦
思
想
は
、

成
実
師
、

三
論
師
に
よ
る
二
諦
説
の
影
響
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
が
、

今
回
は

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
考
慮
せ
ず

に
、
智
〓
の
三
諦
思
想
の
発

揮
す
る
所
を
、
実
践
法
門
を
説
く

『摩
詞
止
観
』
の
主
に
破
法
偏
に
よ

っ
て
述
べ
て
み
た
い
。

初
め
に

『摩
詞
止
観
』
全
体
を
概
観
す
れ
ば
、
第
二
釈
名
章
で
は
、

止
観
の
名
義
を
絶
待
止
観
と
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
待
対
を
絶
し
て
言

葉
の
働
き

を
越
え
た
悟
り
の
世
界
で
あ
る
独

一
法
界
を
、
止
観
の
根
底

に
据
、兄
て
い
る
。
続
い
て
第
三
体
相
章
で
は
、
円
頓
止
観
の
教
相
を

一

心
三
観
に
よ

っ
て
示
し
て
お
り
、
止
観
の
本
質
を
追
及
す
る
中
で
、
三

諦
思
想
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
釈
名

・
体
相
章
が
止
観
の
理
念

を
標
榜
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第
七
正
修
止
観
章
で
は
、
具
.体
的
な

止
観
の
実

践
に
お
い
て
三
諦
を
観
察
す
る
こ
と
を
説
く
。
十
乗
観
法
の

中
の
三
番
目
の
善
巧
安
心
で
は
、
行
者
が
自
利

・
利
他
に
わ
た

っ
て
止

観
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
心
を
法
性
に
安
ん
ず
る
こ
と
を
説
く
。
こ
の

善
巧
安
心
は
、
止
観
を
仏
道
修
行
の
骨
格
と
し
て
定
め
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
十
乗
観
法

の
中
心
を
な
す
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
続
く
破
法

偏
で
は
、
善
巧
安
、心
に
よ

っ
て
心
を
法
性
に
安
ん
ず
る
こ
と
が
で
き
な

か

っ
た
場
合
に
は
、

三
観
に
よ
り
顛
倒
を
破

し
て
三
諦
に
立
た
し
め
る

こ
と
を
説
い
て
、
止
観
に
よ

っ
て
目
指
さ
れ
る
境
地
が
三
諦
と
し
て
展

開
す
る
こ
と
が
実
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。

2

智
〓
は
こ
の
破
法
偏
を
説
く
に
当
た

っ
て
、
『
涅
槃
経
』
中

の

「
不

生
生
、
不
生
不
生
、
生
不
生
、
生
生
」
の
四
句
を
引
き
、
こ
の
四
句
に

自
行
の
因
果
、
化
他
の
能
所
の
法
の
遍
く
摂
ま
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
無
生
門
に
全
て
の
仏
法
の
摂
ま
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
無
生
門
の
立
場
よ
り
三
観
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う
無
生
門
と
は
、
大
乗
仏
教
に
説
く
空

の
教
え
に
外
な
ら
な
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い
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
破
法
偏
に
お
い
て
智
〓
は
、
無
生
門
、
即
ち
空

の
教
え
の
意
義
を
問
い
直
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
仏
教
の
面
目
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

破
法
偏
で
は
、
従
仮
入
空
観
、
従
空
入
仮
観
、
中
道
第

一
義
諦
観
の

次
第
順
序
を
経
て
、
三
観

の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
、
今
も

こ
の
順
序

に
従

っ
て
考
察
を
加
え
て
い
く
。

従
仮
入
空
観
で
は
初
め
に
、
見
思
の
惑
を
、
実
体
の
無
い
も
の
を
実

と
捉
え
る
虚
妄
顛
倒
で
あ
る
の
で
仮
と
名
付
け
、
更
に

『成
実
論
』
に

拠

っ
て
、
仮
を
因
成
仮
、
相
続
仮
、
相
待
仮

の
三
仮

に
分
類
し
て
い

る
。
そ

の
上
で
、
竜
樹
が

『中
論
』
に

「諸
法
不
二
自
生
↓亦
不
二
従
レ
他

生
↓
不
γ
共
不
二
無
因
袖
是
故
説
二
無
生
ご

と

説
く

四
句

推
検
を
用

い

て
、
仮
を
徹
底
的
に
破
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
空
の
真
理
を
明
か
に
す

る
の
が
、
従
仮
入
空
観
で
あ
る
。

こ
こ
で
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、

従
仮
入
空
観
以
下
の
三
観
の
名

目

は
、
『理
絡
経
』
に
拠

っ
て
立
て
て

い
る
け
れ
ど
も
、
空
観
の
内
容
自
体
は
、
は

っ
き
り
と
竜
樹

の
教
学
を

拠
り
所
と

し
て
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。

前
期
時
代
に
お

い
て
も
、
例
え
ぽ

『
法
華
三
昧
俄
儀
』
に
お

い
て

(
1
)

は
、
同
様

に
四
句
推
検
を
用
い
て
空
観
を
説
明
し
て

い
る
。

し

か
し

『
摩
詞
止
観
』

の
異
な
る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
空
観
を
説
明
す
る
中
で
、

虚
無
的
な
空
の
理
解
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
有
無
の
二
見
を
離
れ
た
非
有
非

無

こ
そ
、
『
中
論
』

に

い
う
中
道

で
あ
る
と
す
る
見
解
に
執
わ
れ
て
し
ま
う
者
を
挙
げ
て
、
次

の
よ

う

に
言

う
。

謂
二
非
有
非
無

一以
為
二
正
法

↓
乃

破
一二

切
世
間
因
果

―故
名
ご
非
有
↓
破
二

一

切
出
世
間
因
果

一故
名
二
非
無

↓
破
ご
正
見
威
儀
叩
尚
不
レ
当
二
世
間
道
理
↓
云

何
能

当
二
出
世
道

理
殉
寧
起
二
我

見

一如
二
須
弥
山
ハ
不
二
悪
取
空
殉
不
正
為
レ
正

(
2
)

是
名
ご邪
見
殉

こ
こ
で
智
〓
が
批
判
す
る
の
は
、
こ
の
者
が
非
有
非
無
の
見
を
仏
教
の

正
法
と
見
な
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
世
間

・
出
世
間
の
因
果
の
存
在
意
義

を
認
め
ず
に
、
か
え

っ
て
仏
法
自
体
を
破
壊
し
て
し
ま
う

か

ら

で
あ

る
。
『摩
詞
止
観
』
に
お
い
て
智
〓
は
、
こ
の
よ
う
に
空

見

に
執
わ
れ

る
者
を
悪
取
空
と
呼
ん
で
何
度
も
批
判
を
加
え
て
い
る
。

こ
こ
に
、
当

時
、
広
く
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
虚
無
的
な
空
理
解
に
対
し
て
、

彼
が
非
常
な
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
窺
う

こ
と
が

で
き

る
。

『
中
論
』

の
観
四
諦
品
で
は
、
悪
取
空
に
対
し
て
、
二
諦
を
説
く

こ
と

に
よ

っ
て
空
の
実
践
的
な
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
智
〓
が
悪
取

空
の
者
を
批
判
す
る
中
に
は
、
彼
自
身
が
当
時

の
時
代
社
会
の
中
で
、

竜
樹
と
同
じ
視
点
に
立

っ
て
、
空
観
の
本
当

の
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
を
、
改
め
て
問
い
直
さ
ね
ぽ
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
看
取
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
。

3

次
に
従
空
入
仮
観
と
は
、

菩
薩
従
レ仮
入
レ空
自
破
ご縛
著
↓
不
レ
同
二
凡
夫
相
従
レ空
入
レ
仮
破
二
他
縛
著
↓
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不
レ同
二
二
乗
殉
処
レ有
不
レ染
。
法
眼
識
レ薬
、
慈
悲
逗
レ病
。

と
あ
る
よ
う
に
、

一
旦
、
仮
を
破
し
て
空
に
入

っ
た
菩
薩
が
、
空
は
空

に
非
ず
と
知

っ
て
、
今
度
は
積
極
的
に
利
他
行
に
乗
り
出
す
こ
と
で
あ

る
。
仮
観

で
明
ら
か
と
な
る
仮
の
真
理
と
は
、
先
の
空
観
で
破
壊
の
対

象
と
な

っ
た
虚
妄
顛
倒
の
仮
と
は
異
な
る
。

こ
こ
で
い
う
仮
の
真
理
と

は
、
止
観
を
行
じ
る
菩
薩
が
衆
生
済
度
に
乗
り
出
す
中
で
、
衆
生
の
病

と
そ
れ
を
直
す
法
薬
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
仮
観
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
知
病

・
識
薬

・
応
病
授
薬

の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
知
病
と
は
、
無
量
の
衆
生

一
人

一
人
の
見
思
の
病
を
明
ら
か
に
知
る
こ
と
で
あ
り
、
識
薬
と
は
、
衆
生

に
無
量
の
病
相
が
あ
る
の
に
応
じ
て
、
そ
れ
を
癒
す
法
薬
も
無
量
に
必

要
で
あ
り
、
こ
の
無
量
の
法
薬
を
識

る

こ
と

で
あ

る
。
応
病
授
薬
と

は
、
個

々
の
衆
生
の
病
相
に
応
じ
た
法
薬
を
適
切
に
授
け
る
こ
と
で
あ

る
。こ
の
う

ち
、
法
薬
を
世
間
の
法
薬
、
出
世
間
の
法
薬
、
出
世
間
上
上

の
法
薬
の
三
種
に
区
分
す
る
。
こ
の
中
で
、
無
上
の
法
薬
と
さ
れ
る
出

(
4
)

世

間

上

上

の
法

薬

と

は
、

「
当

レ
知

、

止

観

為

レ
益

二
衆

生

一随

レ
根
増

減

。
」

と

説

明

さ

れ

る

よ

う

に
、

止

観

よ

り

生

み

出

さ

れ

る
法

薬

の
こ
と

で
あ

る

。

菩

薩

は
仮

観

を

行

う

中

で

、

一
切

衆

生

の
病

に

対

応

す

る

た

め

に
、

無

量

の
法

薬

を

知

る

必

要

が

あ

る

が

、

又
如
二
大

地
産
レ
薬

而
分
剤
作
ワ
方

。
如
下
大
河
水
分
ゴ
剤

升
合

一不
レ過

不
参
減
。

法
薬
亦
爾
。
於
ご
一
寂
定

一開
二
無
量
止
↓
於
二
一
大
慧

一開

二無

量
観
幻皆
実

不
レ

(5
)
虚
。

と
あ
る
よ
う
に
、
無
量
の
薬
が
皆
、
大
地
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
の
と
同

じ
く
、
無
量
の
法
薬
も
そ
の
源
泉
は
止
観
に
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
智

〓
は
、

一
切
衆
生
の
病
気
を
癒
す
法
薬
の
源
を
、
確
信
を
も

っ
て
止
観

に
見
い
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
言
う
止
観
と
は
、
何

を
指
し
示
し
て
い
る
の
か
。
『摩
詞
止
観
』
で

は
、
体
相
章
に
お

い
て

止
観
の
本
質
を

一
心
三
観
と
す
る
よ
う
に
、
止
と
観
の
う
ち
の
観
、
即

ち
智
慧
の
側
面
を
重
視
す
る
。
故
に
、
こ
の
場
合
の
止
観
と
は
、
般
若

の
智
慧
を
指
し
示
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
無
量
の
法
薬
の
源
で
あ
る
智
慧
を
、
仮
観
の
中
で
如
何
に
用
い

る
か
に
つ
い
て
、
智
〓
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

仏
初
出
世
衆
生
機
熟
、
逗
レ根
説
レ法
無
レ
不
レ得
レ悟
。
後
代
澆
滴
情
惑
転
異
。

直
用
二仏
経
ハ
於
レ其
無
レ
益
。
菩
薩
観
レ機
通
レ経
作
レ論
、
令
二衆
生
得
ワ悟
、

(6
)

唯
悟
ゴ益
彼
殉
是
入
仮
正
意
。
山豆
可
三
守
レ
旧
甕
二
於
化
道
一耶
。

仏
教
の
経
典
は
、
相
手
の
機
根
に
応
じ
て
説
か
れ
た
の
で
あ
り
、
時
代

が
変
わ
れ
ば
、
衆
生
の
機
根
も
変
わ
る
の
で
、
菩
薩
は
頑
な
に
経
典
を

守
る
の
で
は
な
く
、
時
代
に
応
じ
て
論
を
作
り
、
衆
生
を
悟
り
に
導
く

こ
と
こ
そ
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
仮
観
の
正
意

で
あ

る
と

述

べ
て

い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
出
世
の
法
薬
と
い

っ
て
も
、
経
典
の
文
句

に
執
わ

れ
て
い
る
だ
け
で
は
何
の
意
味
も
な
い
。
最
上

の
法
薬
で
あ
る
般
若

の

智
慧
を
現
実
の
社
会
の
中
に
如
何
に
活
か
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
が
、

智
〓
に
と

っ
て
は
切
実
な
問
題
で
あ

っ
た
こ
と
を
、
仮
観
を
説
く
中
に
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一

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
先
の
空
観
の
内
容
と
比
較
す
れ
ば
、
現
実

の
諸

法
と
の
積

極
的
な
関
わ
り
の
中
で
、
空
観
の
意
義
を
問
い
直
そ
う
と
し

た
と
言
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

4

今
ま
で
述
べ
て
来
た
、
空
観
に
お
い
て
仮
を
破
す
こ
と
に
よ

っ
て
明

ら
か
と
な
る
空
の
真
理
と
、
仮
観
に
お
い
て
、
逆
に
仮
に
出
る
こ
と
に

よ

っ
て
明
ら
か
と
な
る
仮
の
真
理
と
は
、
互
い
に
相
矛
盾
す
る
真
理
で

あ
る
。
中
道
正
観
と
は
、
こ
の
矛
盾
を
克
服
し
て
二
辺
を
離
れ
る
観
法

で
あ
り
、
中
道
の
理
に
立

つ
こ
と
に
よ

っ
て
無
明
を
破
し
て
、
も
の
の

あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
を
知
る
の
で
あ
る
。
破
法
偏
で
は
、
中
道
正
観

の
具
体
的

な
観
法
と
し
て
、
空
仮
の
二
智
を
手
掛
か
り
に
し
て
無
明
を

破
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。

中
道
正
観
に
つ
い
て
、
智
〓
が
強
調
す
る
の
は
別
教
と
円
教
の
相
違

点
で
あ
る
。
別
教
で
は
、
眼
の
闇
き
者
が
針
を
穿
つ
よ
う
に
、
中
道

の

理
を
修
行

の
遥
か
彼
方
に
見
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「円
教
不
レ
爾
。
祇

　
　
　

於
二
是
身

一即
破
二
両
惑
↓
即
入
二中
道
↓

一
生
可
レ
弁
。」
と
述
べ
ら
れ
る

よ
う
に
、
空
観
、
仮
観
を
行
う
菩
薩
の
こ
の
身
に
お
い
て
中
道
の
理
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
智
〓
の
言
わ
ん
と
す
る
円
教
の
中
道

正
観
で
あ
る
。

そ
し
て
、
今
ま
で
次
第
し
て
三
観
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
の
は
、

一

心
の
内
容
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ

っ
て
、
実
に
は

一
心
中
に

空

・
仮

・
中
の
三
諦
を
相
即
し
て
具
え
る
と
説
く
の
が
、
智
〓
の
真
意

で
あ
る
。

先
に
見
た
空

・
仮

二
観
は
、
菩
薩

の
現
実

の
生
き
様
に
外
な
ら
ず
、

こ
の
空

・
仮

二
観
に
お
い
て
中
道
を
自
覚
し
て
い
く
の
で
あ
る
か
ら
、

常
に
現
実
の
人
間
の
生
き
て
い
く
当
処
に
お
い
て
、
仏
教
の
究
極
の
真

理
を
た
ず
ね
当
て
よ
う
と
す
る
の
が
、
智
〓

の
三
諦
思
想
の
特
色
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
智
〓
の
真
理
観
は
、
先
に
空

観
、
仮
観
の
中
で
触
れ
た
よ
う
に
、
若
い
頃

に
は
空
観
だ
け
で
満
足
し

て
お
れ
た
け
れ
ど
も
、
ど
ろ
ど

ろ
し

た
現
実

の
社
会
に
揉
ま
れ
る
中

で
、
還

っ
て
そ
の
社
会
の
中
に
仏
教
を
活
か
そ

う
と
し
た
智
〓

の
生
き

様
を
、
よ
く
表
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

1

『法
華
三
昧
…戯
儀
』
(大
正
四
六
・
九
五
四
上
)

2

『摩
詞
止
観
』
(大
正
四
六
・
六
六
中
)

3

同
右

(大
正
四
六

・
七
五
下
)

4

同
右

(大
正
四
六

・
七
八
上
)

5

同
右

(大
正
四
六

・
七
八
上
、
中
)

6

同
右

(大
正
四
六

・
七
八
中
)

7

同
右

(大
正
四
六

・
八
○
下
)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
『摩
詞
止
観
』、
破
法
偏
、
三
諦

(大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
補
助
員
)
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